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Psychological changes associated with past experiences of
romantic relationships in young adults: 
Focus on coping with stress of a romantic breakup and reflection
Yasuko HIRASAWA and Shinobu MATSUNAGA
Psychological changes associated with past experiences of romantic relationships in young adults were 
investigated by examining coping with stress caused by a breakup and reflection. Participants, (N＝566; mean 
age 20.29 years; SD＝1.93) completed a questionnaire. Factor analysis of the responses identified the 
following four factors related to psychological changes associated with past experiences of romantic 
relationships: Self-expansion, Open-mindedness, Gender identity, and Confidence. Multiple linear regression 
analysis indicated: (1) “Independent love” induced positive psychological changes; (2) “Dependent love” 
promoted Self-expansion and Gender identity in men, and reduced Confidence in women; (3) lack of 
“reflection” promoted Confidence in men and reduced Confidence in women; and (4) “Avoidance” was an 
effective method of coping with the stress caused by romantic breakups by both men and women.
Key words : young adults（青年），romantic relationship（恋愛），psychological changes（心理的変化）

























































































































































































































た （ t （543）＝ 2.39, p<.05）。所属は、学生が540名
（94.5％；男性282名、女性258名）、社会人が26
名 （4.6％；男性 8名、女性18名） であった。
行動には「あった」 （1点）、経験したことがない





























ら24歳の男女13名 （男性 5名、女性 8名） に半構
造化面接による予備調査を実施し、その結果と宮


























した者の割合が有意に高く （χ2 （2）＝24.86, 
p<.001）、別れの切り出しに関して、女性は男性
より「自分」と回答した者の割合が有意に高かっ
















かった （それぞれχ2 （1）＝15.45, p<.001；χ2 （1）
＝12.57, p<.001）。過去の恋人の平均人数は、2.66
名 （SD＝2.29） で、男性が2.97名 （SD＝2.26）、
女性が2.42名 （SD＝2.28） であり、男性は女性よ











平均 SD 平均 SD 平均 SD
交際開始年齢 17.22 1.93 17.1 2.40 17.31 1.83 0.90 n.s.
交際期間（月数） 16.11 14.57 15.92 14.76 16.26 14.10 0.19 n.s.
失恋後経過期間（月数） 31.63 23.87 32.74 25.17 30.8 22.90 0.66 n.s.
恋愛行動の経験 19.28 5.25 19.27 5.11 19.28 5.37 0.01 n.s.
別れの原因 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ χ2値 （df）
自分 89 32.1 52 42.6 37 23.9 
相手 66 23.8 20 16.4 ▼** 46 29.6 △** 24.86（2）***
どちらでもない 119 43.0 48 39.3 ▼** 71 45.8 △**
不明 3 1.1 2 1.6 1 0.7 
別れの切り出し 自分 141 50.9 51 41.8 ▼** 90 58.1 △**
21.66（2）***相手 101 36.5 55 45.1 46 29.7 
どちらでもない 33 11.9 14 11.5 19 12.3 
不明 2 0.7 2 1.6 
別れのショックの程度
とてもショックを受けた 103 36.9 39 31.7 64 41.0 
3.72（3） n.s.
どちらかというとショックを受けた 71 25.4 35 28.5 36 23.1 
どちらかというとショックを受けなかった 72 25.8 36 29.3 36 23.1 
全くショックを受けなかった 33 11.8 13 10.6 20 12.8 
失恋からの立ち直りの程度
とても立ち直っている 188 67.4 83 67.5 105 67.3 
0.48（3） n.s.
どちらかというと立ち直っている 58 20.8 24 19.5 34 21.8 
どちらかというと立ち直っていない 20 7.2 10 8.1 10 6.4 



















した恋愛」 の 2因子が抽出された （Table 2）。「未
熟な恋愛」因子は9項目 （α＝ .87）、「自立した恋

























（ t （261）＝2.15, p<.05）、「拒絶」得点は女性の方
が有意に高かった （ t （260）＝3.37, p<.01）。「回








































項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ϩ⮬ᕫᣑ኱（α=.94）
自分の価値観や世界だけが全てではないことを知った .848 －.164 －.072 －.074
積極的に人と関わるようになった .773 －.067 .007 .165
外見や身だしなみに気をつかうようになった .743 －.077 －.067 －.186
交際範囲が広がった .693 －.105 －.032 .090
人の個性を認められるようになった .616 .320 －.123 －.120
自分の長所や短所が理解できた .590 .144 －.066 －.198
人の気持ちを考えられるようになった .589 .204 .049 －.276
男性（女性）としての将来を意識するようになった .569 －.081 .215 －.127
物事を様々な角度から見られるようになった .568 .272 －.054 －.033
知らなかった自分の一面に気づいた .567 .177 .015 －.186
積極的に自己開示するようになった .533 －.006 .169 .200
人との約束や時間を守るようになった .528 .055 0.000 －.036
視野が広がった .521 .220 －.071 .158
自己理解が深まった .508 .140 .093 －.169
何事にも頑張って取り組むようになった .507 .302 －.066 －.019
積極的・活動的になった .503 .174 －.030 .108
自分のありのままが出せるようになった .456 .199 －.001 .284
趣味や興味・関心が広がった .448 .179 －.026 .061
計画的に行動できるようになった .401 .065 .236 .091
恋愛に対するイメージが肯定的になった .389 .164 .097 .250
ϩ⢭⚄ⓗࡺ࡜ࡾ（α=.85）
心にゆとりが生まれた －.194 .816 －.036 .264
人と適度な距離感を持てるようになった －.040 .572 .225 －.147
物事を楽観的に考えられるようになった .112 .565 －.077 .246
日常生活で生じる問題に柔軟に対応できるようになった .152 .546 .083 －.041
人に対して寛容的になった .222 .520 .123 －.124
自分なりのストレス対処法を見つけた .121 .514 －.059 －.046
人を思いやることができるようになった .303 .438 .133 －.188
Ϫࢪ࢙ࣥࢲ࣮࢔࢖ࢹࣥࢸ࢕ࢸ࢕（α=.81）
自分の性役割を意識するようになった －.285 .121 1.037 －.148
自分の性を意識するようになった －.003 －.062 .812 －.054
男性（女性）としての自信がついた .256 －.066 .456 .312
性役割（男（女）とはこうあるべきという考え）が変化した .117 .176 .445 －.087
親から自立したい気持ちが高まった .221 －.053 .433 －.086
ϫ⮬ಙ（α=.65）
自分に自信が持てなくなった（R） .383 －.189 .060 －.660
恋愛に対して自信が持てなくなった（R） .256 －.083 .196 －.615
自分に自信がついた .169 .033 .307 .453
恋愛が面倒くさくなった（R） －.173 .253 .031 －.443
自分のことが好きになった .291 .036 .128 .374
（R）逆転項目　　　　　　　　　　　　　　　　因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ － .73 .72 .35






























































Table 4　各尺度の因子得点の男女別平均値、SD及び t 検定の結果
全体 男性 女性
尺度名 因子名 平均 SD 平均 SD 平均 SD t 値
失恋ストレスコーピング
未練（α＝.87） 2.08 0.68 2.19 0.69 > 2.00 0.66 2.15 *
拒絶（α＝.79） 2.37 0.59 2.23 0.59 < 2.47 0.57 3.37 **
回避（α＝.80） 2.79 0.56 2.71 0.58 2.84 0.53 1.93 n.s.
内省
内省する機会の少なさ（α＝.80） 2.04 0.54 2.15 0.56 > 1.93 0.49 4.85 ***
嫌悪的側面直視への抵抗（α＝.62） 2.39 0.57 2.38 0.57 2.39 0.56 0.11 n.s.
恋愛の未熟度自立度
未熟な恋愛（α＝.87） 2.69 0.68 2.65 0.66 2.73 0.69 1.00 n.s.
自立した恋愛（α＝.82） 2.83 0.64 2.88 0.61 2.80 0.66 1.05 n.s.
過去の恋愛体験による 
心理的変化
自己拡大（α＝.94） 2.88 0.60 2.84 0.58 2.90 0.62 0.76 n.s.
精神的ゆとり（α＝.85） 2.78 0.65 2.79 0.65 2.77 0.65 0.22 n.s.
ジェンダーアイデンティティ（α＝.81） 2.48 0.75 2.62 0.76 > 2.37 0.73 2.66 **
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